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CAS：57－10・3

信頼性保証証明

株式会社東レリサーチセンター

名古屋研究部

試験委託者

表題

試験番号

：環境庁

：パルミチン酸のオオミジンコ（ρ如加必ノ淵8刀a）に対する急性遊泳阻害試韓

：NMMP／E99／2010

　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され、本報告書には試験に使用した方法、

手順が正確に記載されており、試験結果は生データを正確に反映していることを下記の通り確認した。

己言口

試験実施状況査察

試験報告書監査

実施日

平成1レ年3月　1日

平成1ン年9て月　｛｛日

運営管理者および

試験責任者への報告日

平成い＿年　三月（　日

平成1レ年1θ月空目

平成（ン年〔老月》ル目

　　信頼性保証業務担当者

’
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CAS：57・10・3

試験実施概要

1．表題

2．試験目的

3．適用ガイドライン

4．適用GLP

5．試験委託者

　　名称

　　住所

　　委託責任者

6．試験受託者

　　名称

　　所在地

7．試験施設

　　名称

　　所在地

：パルミチン酸のオオミジンコ（」92ρ加∫∂ノ11a即a）に対する急性遊泳阻害試験

：パルミチン酸について、オオミジンコ（・0θp加珀ノ刀θ即θ）に対する急性遊泳阻害試

験を行い、24および48時間後の半数遊泳阻害濃度（Eic50）および最大無作用濃

度（NOECi）を求める。

：本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性遊泳阻害試

験および繁殖試験』（1984年）に準拠した。

：本試験は環境庁のGLP規則に準拠した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

：環境庁

：（〒100・8975）東京都千代田区霞が関1－2－2

：企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補

：株式会社東レリサーチセンター

：（〒103・0022）東京都中央区日本橋室町3－1－8都ビル内

：株式会社東レリサーチセンター名古屋研究部

：（〒455・8502）愛知県名古屋市港区大江町9－1

一4一



CAS：57－1〔）一3

8．試験関係者：

　　書式験責任者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

　試験担当者

（平成／え年／之月えノ日）

平成／z年ノ2・月之！日）

（平成12年／2月2／日）

（平成12年12月21日）

（平成’之年・2月ユノ日）

（平成に年R月固目）

（平成巳年し朗初日）

（平成1z年彪月21日）

9．試験期間：　　　試験開始日　平成11年11月16日

　　　　　　　　　暴露期間　　平成12年2月29日～平成12年3月2目

　　　　　　　　　試験終了日　平成に年／老月～ノ日

110．保管：

　　撒計画蓄一繍お欝試灘舗二蝋験報離徽胸間灘会尊
　集け堀購略趨研究部螺髄灘保一一卿贈瞭櫛験委瀦
　．翻議の煕麟ε國
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SOPINGENIDOC／0400（Ver．4）最終報告書変更届

H．変更項目，変更時期及び変更理由

頁（行） 変更前 変更後 変更時期 変更理由

P．5 10．保管： 10．保管： 2002年7月 今後、当研究部試資料保管施設

（下から4行） 試験計画書、生データ、記録文書および 試験計画書、生データ、記録文書および の保管容量が不足するため、外部

試験報告書は、試験報告書作成後10年 試験報告書は、試験報告書作成後10年 保管施設である株式会社ワンビシア

間、株式会社東レリサーチセンター名古 間、株式会社東レリサーチセンター名古屋 一カイブズを利用する。

屋研究部の保管施設に保管する。その後 研究部の保管施設あるいは当社研究部の

の保管については試験委託者と協議のうえ 査察・監査のもとに外部保管施設である株

決定する。 式会社ワンビシアーカイブズに保管する。そ

の後の保管については試験委託者と協議の

うえ決定する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOP／NGENIDOC／0400　（Ver．4）最終報告書変更届

IIL署名，承認

変更届作成日　　：え〃。え年07月／ノ目

試験責任者（変更刷P成者）　　（池ψ史生．ク月／／日）

QAU担当者確認：　　　　　　　　　　　　（〉oo》年07月／！日）

運営管理者　承認：　　　　　　　　　　　　（λ00Z年0ク月　／ノ目）

試験委託者：環境省

　　　委託責任者

　　　総合環境政策局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐

　　　　　　承認 邦 一年蜜月⊆目）

一10／10一

㈱東レリサーチセンター



要
1

2
3

4
門
D

目　次

旨．＿

被験物質＿．．

1．1名称、構造式および物理化学的性状．＿．

1．2　供試試料．．．＿

1，3　被験物質の確認、保管方法および保管条件下での安定性．

供試生物．．．＿．．

試験方法＿．＿

1
2
3
4
5
6
ワ
ー

3
3
3
3
3
3
3

試験条件＿、＿＿，，

希釈水＿，＿，

試験容器および恒温槽等，

試験濃度の設定．＿．＿，＿．．

試験液の調製＿，＿

試験液の分析．．＿，，．

試験操作．．＿，＿．＿＿

結果の算出．＿．＿．

結果および考察，＿．．．．，，＿．＿，

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因．．

5．2　試験液中の被験物質濃度．，．＿，＿，＿

5．3　半数遊泳阻害濃度（Eic50）、．．、＿．．＿，＿，＿．＿．＿．＿，＿、．＿．．．．

5，4　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度．．．．

5，5　試験液のpH、溶存酸素濃度および水温＿．＿．＿，＿、．＿、．

Table1～7＿．．＿．．＿．．＿、＿．．＿．．＿、．．＿．＿、＿＿＿→．＿．．……・…・…・…

Figure1＿　，

付属資料・1希釈水（M4調製水），，．．＿，，．．．．．＿，．＿．＿．．．．．＿．．＿．

付属資料一2試験液の分析方法．＿．＿、，，＿．．．＿、＿、＿．，．＿、＿、，．．．＿、

一6一

CAS：57－10－3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
缶

頁
コ
潟
潟
温
温
の
旧
ρ
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
H
n
1
2
1
2
1
2
把
1
2
1
2
1
8
1
9
2
0
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雫
H
昌
…
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
，
　
一
　
一
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
－



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CASこ57－10－3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

鍵　　　環境庁
麹　　パルミチン酸のオオミジンコ（0∂ρ加1知11θ望切に対する急性遊泳阻害試験

畿　　NMMl）／E99／2010
鐡　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo，202「ミジンコ類、、急性遊泳阻害試験および繁殖
　　試験」（1984年）に準拠して実施した。

　　　1）被験物質　：パルミチン酸

　　　2）暴露方法　：止水式

　　　3）供試生物　：オオミジンコ（Oaρ加∫aノ朋農功

　　　4）暴露期間　：48時間

　　　5）連数　　　：1濃度区に付き4連

　　　6）生物数　　：20頭／1濃度区（1連に付き5頭で1濃度区20頭）

　　　7）試験濃度　：対照区、助剤対照区、10，0mg！L（設定濃度）

　　　8）試験液量　：100mL

　　　9）照明　　　：室内光、16時間明／8時間暗

　　10）試験水温　：20±1℃

墾　　　1）24時間暴露後の結果
　　　24時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）：〉4．8mg1L

　　　2）48時間暴露後の結果

　　　48時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）：＞4．8mg1L

　　　最大無作用濃度（NOECi）：＞4，8mg1L

　　　100％阻害最低濃度：＞4．8mg！L

　　　（上記濃度は、全て実測濃度の幾何平均値に基づく値）
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CAS　l57－10－3

1被験物質

　1．1名称、構造式および物理化学的性状

　　　名称　 ：パルミチン酸

　　　　　　　　　　　別名：ヘキサデカン酸、識別符号：PA、CAS：57－10・3

　　　構造式　　　　：CH3（CH2）14COOH

　　　分子式　　　　：C16H3202

　　　分子量　　　　：256、43

　　　融，点　　　：63℃

　　　沸，点　　　：351℃

　　　水への溶解度　：0，82mg1L（25℃）

　　　1．オクタノール／水分配係数（10gP）：5、64

　　　　　　　　〔上記の数値は、次のデータベースなどから引用した〕

　　　　　　　　TO梱ET：Nati。nalLibra上y・fMedicineσ。xic。1・gyDataNetw・rk）

　　　　　　　　　ICSC　　：lntemaUonal　Chemical　Safty　Cards

　　　　　　　　　ECDIN　　：Environmen仁alChemicalsDaむaInformき1tionNeしwork

L2　供試試料

　　純度

　　ロット番号

　　供給者

　　供給量

　　入手日

　　外観

：95．O％以上

：C99714L

：25g×2本

：平成11年9月17日

：白色結晶

1．3被験物質の確認、保管方法および保管条件下での安定性

1）保管方法

　　被験物質は光を遮断した試料保管庫に室温で保管した。

　2）被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトル・NMRスペクトルの測定およびガスクロマトグラ

　フ分析を行い、被験物質の構造と矛盾が認められないことおよび純度を確認した。試験終了時にも

　同様に測定・分析し、試験開始前に測定・分析したスペクトルおよびクロマトグラムと比較した結果・

　変化は無かった。

　　従って、被験物質は当研究部の試料保管庫に保管中は安定であったと判断された。
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CAS：57－10－3

2　供試生物

　　試験には生後24時間以内のオオミジンコ（刀∂ρ加招ノ11∂型1a）の幼体を用いた。

　　本種は、国立環境研究所より入手したものを、当研究部において継代飼育しているものである。ま

　た、基準物質（重クロム酸カリウム、試薬特級）による急性遊泳阻害試験の結果、48時間Eic50は

　0，60mg！しであった。

　・’試する幼体を得るためのミジンコの飼本方法

　　継代中のものから幼体を抱えた肉眼的に健康かつ十分な大きさの雌成体を選別して、別に用意し

　たビーカーに移し、それぞれ翌日産出された幼体を別のビーカーに分けた。この幼体を供試ミジンコ

　の親とし、以下の条件で19日間飼育馴化した。成熟し幼体を産むようになってから、1週間に少なくと

　も2回以上幼体を除去した。暴露開始前日に幼体を除去し、翌日（24時間以内）に産出された幼体を

　試験に用いた。死亡個体は少なく、休眠卵や雄は全く生じなかった。

　　　飼育水　　　：希釈水（3．2参照）

　　　飼育密度　：20～50頭／L飼育水（但し、成熟個体の場合は、20頭以下／しとした）

　　　水温　　　：20±1℃

　　　照明　　　：室内光、16時間明／8時間暗

　　　餌　　　：6堀。ザθノノav盈岬舶

　　　　　　　　　（藻類培養液を遠心操作により、人工軟水＊に置換して給餌した）

　　　　　　　　　＊蒸留水1L当たり、CaC12・2H2026．1mg、MgSO4・7H2017．71ng、K2SO4

　　　　　　　　　　　1．1mg、N技HCO325．Omgを溶解して調製する。

　　　給餌量　　：ミジンコ1頭当たり0．1～0．2mgC（有機炭素含量）ノ日

3　試験方法

　3．1試験条件

　　1）暴露方法

　　2）暴露期間

　　3）連数

　　4）生物数

　　5）試験水量

　　6）試験水温

　　7）照明

　　8）給餌

：止水式

：48時間

：1濃度区に付き4連

：20頭／1濃度区（1連に付き5頭で1濃度区20頭）

：100mL

：20±1℃

：室内光、16時間明／8時間暗

：無給餌
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CAS：57・10－3

3．2　希釈水

　　OECD改訂ガイドラインNo．211オオミジンコ繁殖阻害試験一19壬）8年9月採択に記載してある

　M4調整水を用いた。従って、希釈水使用時のオルトトリジン法等による、残留塩素の有無の確認

　は行わなかった。希釈水の硬度は250mg／L（CaCO3換算）、pHは8．0であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1（p．20）］

3．3　試験容器および恒温槽等

　　試験容器　：100mL容、ガラス容器

　　恒温槽　　：恒温水槽および水循環装置（ヤマト科学クールラインCL100）

　　水温計　　：pH計内蔵温度計（堀場製作所カスタ二一LAB　l）HメーターF－22）

　　pH計　　　：堀場製作所カスタニーLAB　l〕HメーターF・22

　　溶存酸素計：堀場製作所DOメーターOM・14

3．4　試験濃度の設定

　　本試験に先立って予備試験を実施した結果、48時間半数遊泳阻害濃度（48hr－Eic50）は

　＞100mg／しであった。（10mg！Lを越えた試験液は白濁が著しい。）

　　この結果を参考にして、助剤濃度100mg！しで被験物質を均一に微分散できる最高濃度

　10．Omg1しの限度試験とした。

　　（設定濃度：10．Omg1L）

3，5　試験液の調製

1）被験物質500mg1L溶液を希釈水に添加し、設定濃度の試験液を必要量調製した。

2）希釈水のみの対照区およびHCO・50を100mg／L加えた助剤対照区を設けた。

3）1濃度区につき4個の試験容器を用意し、各試験容器に試験液を100mLずつ入れた。

4）試験液の状態（外観等）を観察した。僅かに白濁が見られた。

3．6　試験液の分析

　　試験開始時および48時間後に各試験容器より試験液約2mLを採取し、GC法により分析した。

　試験液の分析に際しては、試料測定日毎に標準溶液の測定を行い、検量係数を求めて被験物質

　濃度を測定した。

　　詳細は付属資料・2（p．22）に示した。
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CAS：57・10－3

3，7　試験操作

　　試験液の水温、溶存酸素濃度、pHを測定後、供試ミジンコを投入し、その時点を暴露開始時と

　した。先端を太くしたピペッターを用いて供試ミジンコを投入した。そひ）際、試験液量に対して、ピペ

　ッター内の飼育水は全量で1％以内を目安とした。48時間まで飼育した。

　　暴露開始24および48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器を穏やかに動

　かした後、15秒間泳げない場合、遊泳阻害されたと見なした（但し、遊泳とは水中を泳げることを意

　味し、水底を這って動くものは阻害に含めた。また、正常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも

　水中を遊泳した場合は、阻害に含めなかった）。

　　水温、溶存酸素濃度、pHは、暴露開始時および暴露終了時に全濃度区（但し、各1試験容器）

　の試験液について測定した。

4結果の算出

　　限度試験であり、濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を

　算出し、濃度区の遊泳阻害率が50％未満であれば半数遊泳阻害濃度は濃度区以上とした。

　　ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度区を最大無作用濃度（NOECi）とした。

　　また、全てのミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度区を100％阻害最低濃度とした。

’
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CAS：57－10－3

5　結果および考察

　5，1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　なし。

5．2　試験液中の被験物質濃度

　　試験開始時および48時間後に試験液中の被験物質濃度を測定した。試験開始時の被験物質

　濃度は6、9mg！L（設定濃度10，0mg1L）であり、設定濃度に対すう害1」合は69．0％であった。試験

　開始後48時間の被験物質濃度は3．3mg1L（設定濃度10．OmgブL）であり、設定濃度に対する割合

　は、33，0％であった。

　　実測値が設定濃度の±20％をを外れたので試験結果の算出には実測濃度の幾何平均値を用

　いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table　lq）．13）、付属資料．2（p22）］

5，3　半数遊泳阻害濃度（Eic50）

　　パルミチン酸に48時間暴露したミジンコの遊泳阻害率は濃度区4．8mg1しで0％、であった。対照

　区および助剤対照区の遊泳阻害率は0％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2q）．14）、Figure1（P．19）1

　　パルミチン酸の24時間半数遊泳阻害濃度（24hr・EiC50）は＞4．8mg1しであった。また、48時間

　半数遊泳阻害濃度（48hr・Eic50）も＞4．8mg！しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lTable3q），15）1

5．4　最大無作用濃度（NOECi）および100％阻害最低濃度

　　パルミチン酸に48時間暴露したミジンコの最大無作用濃度（NOECi）は＞4，8mg！しであり、

　100％阻害最低濃度は＞4．8mg！しであった。　　　　　　　　　　　　　　　ITable4q）．15）］

5．5　試験液のpH、溶存酸素濃度および水温

　　試験期間中の試験液のpHは7．4～7．8であった。試験期間中の溶存酸素濃度は6，6mg！L～

　9．Omg！しであり、すべての試験容器で飽和溶存酸素濃度の60％以上（20．0℃の飽和溶存酸素濃

　度：8．84mg！L）であった。試験期間中の水温は19、7～20，5℃であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5（【）．16）、Table6（1）．17）、T＆ble7（P．18）1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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「rable　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C酪：57曹10－3

Measure（l　Concentrations　orPと11mitic　aci（i　Durillg　a48・Hour　Exl〕osure　ofOθp加fa

1刀θ留コθullderStutic「1「e8tC（〕lldit－ions

　　Nominal

Concentraしion

　　　（mg／L）

MeasuredConcelltration（mg／1．．）

O　Hour　　∠18Hour

　　lleW　　　　　　old

Geolnetric

　　　Mean

Percenl　of　NOminal

　O｝一lour　　48HOUr

　　　new　　　　old

Control ＜0．8 〈0．8

Dispel’sant　Control 〈0．8 〈0．8

10．0 6．9 3．3 4．8 69．0 33．0

11ew

o1〔1

freshly　l）rel〕ared　test　solu“on8

t、estsolutionsaftel・48hoursexl）osしu・el）e1・iod
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Tal）le2、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS二57－10・3

Mortとllity　or　Imm〔）bility　ofj％ρ加∫θノ刀θ即θExl）ose（l　to　Palmitic　acid　under　Static

Test　Condit，ions

　　Measured

Concentration

　　　（m／L）

Cumulative　Number　ofDead　or　lmmobihze〔10zψhη1カ

　　　　　　　　（Pe1℃enしMol・［alit　oHmmobiiit）

24卜｛oUr 48Hour

Contro1 0 （　0） 0　（　0）

DiSae燃．煦煦． 0 （　0） 0　（　0）

4．8 1 （　5） 0　（　0）
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CAS：57－10－3

Table3． Calcul扱te〔l　EiC50Values∬or　Z）θρカ11冶∫刀θ81朋Exl〕05e（l　to　Pahllitic　acid　Based　on

Measured　Collcenし，mtlonsull（lerStaticTest　Conditions

Exposure

Period

（Hour）

Eic50

（m／L）

　　95－Percellt

ConHdence　Lh’ni［s

　　　　（m／L）

Statisticalへ・1ethod

24 〉4．8

48 〉ごし8

Table4． Observatioll　of　No　Observe（l　Effect　CollcentratioI1（NOEC）an（l　Lowest

Concel血貧tion　in100％Mortδlity　or　Immobility　Value8

Exposure

Period

（Hour）

　No　Observed　Effセct

COncemration（NOEC）

　　　　　　（m／L）

Lowest　Collcentra仁ioll　h1100％

　　Mort＆1iむy　or　Immobihty

　　　　　　　　　（m／L）

24 〉4，8 〉4．8

48 〉4．8 〉4．8
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CAS　l57－1〔）一3

「rきlble5． pHValuesDuring投48－HourStとlticExposureof1）θρゐ刀1凌ノ1コa望コ∂to

Palmitic　aci〔1

　　Measured

COllcentration

　　　（m／L）

H

O　Hour

　new

48H〔）ur

　　old

Control ．エニ昌． ．エ二三．

蝋蝋轍ll』 エ番． ．鷺．

4．8 7．7 7、5

new
old

fre8hly　I〕repare〔l　teSt　SOlutiOnS

test　solutions翫fter48hotlrs　exl）osure　perio〔1
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Table6．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C酪：57－10－3

Dissolved　Oxygell　CollcentrationsDuring　a48・Hour　Stと上tic　Exposure　of刀∂ρんユ1～～

ノ刀θ8刀z2to　Palmitic　acid

　　Measured

Concelltration

　　　（1n／L）

Dissolved　Oxy　ell　Concentration（m／L、）

　　　O　Hollr　　　　　　　　　　　　　　48Hour

　　　　new　　　　　　　　　　　old

Contro1

Il嚇蕪！1蕪llll！．

．鯉．．

、艶．．

．，照．

7．9

4．8 9．0

”言1言●

new
old

freshlyl〕rel）are〔h、estsolutiolls

testsolutiollsと1fte1・48hoursexPo8urel〕erio〔1

一17一



Table7，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CAS：57－10－3

Teml）emし11re　Vahles　During汎48・Hour　St呂tic　Exl）osllre　of刀θρゐ刀∫θ加θg朋to

PalmiLic　aci（1

　　へ4easured

Concelltration

　　　（m／L）

Temerature（℃）

O　Hour

　new

48Hour

　　old

Contro1

1蕪蝋lll蕪ili』

．熈．

．多照．

．．壌1♀．．

20．5

．，1照，．

4．8 19．7

ne　w

old

fl・eshly　I）repare〔l　test　solutions

test　solutionsを1fter48hours　exl）osure　period

一18一



CAS：57－10－3

’Figure1 Concellt1・ation－Resi）onse　Cul・ve　ofPalmitic　acid
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CAS：57－10－3

付属資料一1

希釈水（M4調製水）

　　（全1頁）
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M4medium

Sとllt　a11〔l　Vitanlille Collcel血＆tioll（111ア1L）

H，BO、 2，860

MnCL・4HgO 0，361

LiCl 0，306

RbC1 0．07吏

SrClウ．6Hワ0 0，152

NaBr 0，O16

N貧りMoO・2H、0 0，063

CuClウ・2HウO 0，017

ZnClり 0，013

CoC1ウ・6HウO 0，010

KI 0．00325

Nぎ1ワSeO・ 0．00219

NHVO， 0．00058

NaりEDTA・2HワO 2．5

FeSO、7H，0 0，996

MgSO・7HgO 123．3

KCl 5．8

NaHCO， 64．8

N盆NO， 0，274

KHgl）0、 0，143

KウHPO 0，184

ThianliIle　h　drochlori（le 0，075

Cyとmocoba1技mille（V．B　） 0，001

D（＋）Biotin（V．H） 0．00075

CaCl、齢2H、O 293．8

NaウSio．．9Hウ0 10．0
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CAS二57－10－3

付属資料一2

試験液の分析方法

　　　（全7頁）
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CAS：57－10・3

試験液の分析方法

1　試，験液の分析方法

　　　各試験容器より試験液2，0mLを凍結乾燥し、BF3メタノール溶液およびn〈ブタンを加えて撹

　　搾する。飽和食塩水を加えて11〈ブタン相をバイアル瓶に採取する。

　　　GCのオートサンプラーにセットして一定量を自動注入する。

　　　検量線から被験物質濃度を求める。

2　高速液体クロマトグラフィー（GC）測定条件

カラム

カラム温度

検出器

検出器温度

注入口温度

注入量

キャリアガス

流量

：TC・17、0，53mmID×15m

：150℃

：FID

：250℃

：250℃

：1μL

：He

：20mL！min（室温）

3検量線

　　　標準原液を希釈して、定量限界付近から予想測定濃度が含まれる5ポイントσ）標準液を測定し、

　　直線性を確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Figure1Φ．24）1

　　　測定日毎に標準溶液の測定を行い、この検量線により定量した。

4　添加回収試験

　　　希釈水に標準液の一定量を添加して、回収率を求めた。

　　　パルミチン酸50．Omg！しの回収率は109．8％であった。

5　クロマトグラム

　　　代表的ないくつかのクロマトグラムを示した。

【Figure2q），25～1）．28）1
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FigUre1 （⊃alil）ration　Cllrve　ofPalmitic　aci（l　by　GCAnalysis

　　　　　　lnput　Data
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（m／L） （↓V・sec）

1

．iillll．．

5・0．． ．．多量99．．i
l
l
l
．且． ．．盆9二9、．

惜器一

51燈．，

．ii！1轍．．

．三． ．呈煕．．

5 53396

X（Concentration）＝0．001878xY（peak　Are貧）

r2ニ0，9998

　　　　　　　r2：coefficient　of　correlation

0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
ハ
U

O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
ハ
U
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O

O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
　
　
　
A
U
　
　
　
　
O
　
　
　
　
A
U

O
　
　
　
　
ハ
∪
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0

直
U
　
　
　
　
　
【
」
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
り
∠
　
　
　
　
　
」
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
㌢
＞
鼓
）
8
ミ
能
£

0 20 　40　　　　60　　　　80　　　　100　　　120

Concentrat　i　n　（mg／L）

一24一

CAS：57－10・3



CAS：57－10－3

Figure2 Rel）resentとltivechromatograms
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CAS：57－10－3

Figure2 Continue〔1
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Figllre2

ン

具2300

　2100

　主900

　1了oo

　1500

　1300

　11UO

　　gUO

　　了00

0

Continue（1

（5）Disi）ersant　Cont■ol；

PAOOO302．CO6

2 4
「
b

0・Hour

　　「7一下一一丁一一一「一一「「一一丁一一「

8　　　　　　10　　　　　12

一「一「一u　　　「’一一「一一「一一「一一一丁

　　　　14　　　　　　16
‘」丘n20

（6）Dispersallt　Control；48－Hour

〉

ユ2200

　20UO

　18UO

　1600

　1400

　上200

　1000

　　800

　　600

PAOOO306，CO2

一虻一〔～～

0 2 4 6 8 10

「｝「一一丁一一下一一「一一「「一「「一一一一一r

12　　　14　　　t6　　　18　　”lh20

一27一



CAS：57－10・3

Figure2 Continued
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